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生ごみとして出せないもの生ごみで出せるもの
動物の骨類、カニやウニ、エビの殻、貝殻、
落ち葉、たばこ、野菜や果物についている
シール、オブラート、ペットのふん、紙おむつ、
薬類、もみ殻、乾燥材、割りばし、爪楊枝など

卵の殻、肉・野菜・果物・料理の残りもの（冷
凍食品を含む）、魚の骨、茶葉、コーヒー（ド
リップバックも）、お菓子、ぬか漬けのぬか、
とうきび（皮・ひげ・芯）、生花（花の部分
のみ、くきや葉は不可）、豆類、味噌等

【廃食用油も回収しています】
油を冷まして、ラベルをはがしたペットボト
ルに入れてふたをして生ごみと同じ日に出し
てください。油を固める道具や、吸い取る道
具を使用した場合は一般ごみです。

【実際に混入していた不適物】
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　平成30年度のごみ排出量は16,682トンで、
前年度よりも95トンの増加となりました。
　家庭から出るごみ（家庭系ごみ）は人口減少
などの要因により減少しましたが、事業所
から出るごみ（事業系ごみ）が増加したことや、
本市の地理的な要因による、海岸に漂着した
海藻類等の影響により全体量が増加しました。

　平成30年度の1人1日当たりのごみ排
出量は、1,331グラムで、前年度よりも
32グラムの増加となりました。
　平成29年度の実績で全道平均の961
グラムと比較すると338グラムも多く、
全道35市中34位で、依然として他市に
比べ排出量が多い状況が続いています。

　平成30年度は、家庭系ごみの減少が続く一方で、近年減少が続いていた事業
系ごみが増加に転じ、リサイクル率についても前年度を下回る結果となりました。　
　市では、本年度の「一般廃棄物処理基本計画」の改定にあたり、家庭や事業
所から出るごみを調査・分析し、減量に効果的で、具体的な取り組みを行っ
ていきます。
　今後もより一層、３R（スリーアール）にご協力いただくともに、家庭だけ
でなく、各町内会や事業所におかれましても「ごみを出さない方法」をご検討
いただき、積極的に実施されますようご協力をお願いします。

　平成30年度のごみ排出量のうち、資
源化量は3,609.5トンで、リサイクル率
は前年度を1.2ポイント下回り、21.6％
となりました。平成29年度の実績で全
道平均の24.3％と比較すると1.5ポイ
ント下回り、全道35市中18位と中間
に位置しています。

ごみの排出量

本市のごみ事情
1人1日当たりのごみ排出量 リサイクルの状況

　「分別ガイドブック」にはごみの分別方法や
大型ごみの排出方法について記載しています。
あらためて分別方法を再確認いただき、適正
な分別にご協力をお願いします。
　お手元にガイドブックがない方はご連絡
いただくか、市役所2階くらし環境課窓口
までお越しください。市ホームページで
も確認いただけます。
問い合わせ／市くらし環境課　☎23 ‐ 6437

分別ガイドブックをご利用ください！ごみの減量に向けて

スリーアール 出前講座もご利用ください！
　町内会やグループに、市の職員が「ごみの話」「分別の
方法」など、わかりやすく説明します。
　ぜひご活用ください。（市の出前講座として実施します。）
出前講座の問い合わせ・申し込み先／市地方創生課
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎23 ‐ 6387

今月号では、本市のごみの排出状況をお知らせします。
各ご家庭の分別方法を今一度ご確認いただき、適切な分別排出にご協力
をお願いします。適切な分別とごみを減らす意識が最終処分場の延命に
は欠かせません。

生ごみの適切な分別にご協力ください
　本市の生ごみはバイオエネルギーセンターでバイオガスとなり有効利用されています。ごみステ
ーションから回収される生ごみの中には、一部に処理ができない不適物が混入していたり、また、
一般ごみや資源ごみの中に生ごみが混入していることが多く見受けられます。
　下記に「生ごみとして出せるもの、出せないもの」をまとめました。今一度、ご確認いただき、大
切な資源である生ごみの分別にご協力をお願いします。

�平成30年度バイオエネルギーセンター（生ごみ中間処理施設）の運営状況

搬入実績
　平成 30年度は、全体で 4,403ト
ンの生ごみ等の搬入を行い、その
うち、処理ができない不適物 411
トンを除いた、3,992トンからバ
イオガスを回収しました。
　バイオガス回収（中間処理）後
の残

ざん

渣
さ

排出量は 640トンとなり、
16.0％まで生ごみの量を減らすこ
とができました。

回収したバイオガスは？
　生ごみから回収したバイオガスは、総ガス量約51万
1,876Ｎ㎥となりました。これらは、生ごみ収集車両の
燃料、蒸気ボイラ（残渣乾燥用）、ガスエンジン式発電
機（施設内電力、メタン発酵槽の加温用熱源等）のエネ
ルギーとして活用されています。また、平成30年度は、
93.9トンの肥料（バイオマスター）を市民の皆さんへ無
償配布しています。
問い合わせ／�市環境エネルギー課廃棄物処理グループ
　　　　　　☎23‐ 6860
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ごみそのものを減らします

何回も繰り返し使います

分別して再び資源として利用します
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リサイクル

「ごみ」を減らす選択を！
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問い合わせ／市くらし環境課衛生グループ
　　　　　  ☎23‐6437

「廃棄物減量等推進員」の活動

ごみステーションがキレイな理由

自分ができることをできる範囲で

　ごみステーションは主に各町内会により
設置され、町内会、近隣住民、推進員の方々
が協力して清掃や補修を行っています。
　また、排出マナーの向上を目指して収集
日に巡回を実施している地域もあります。

　市では、現在各町内会から推薦いただ
いた236名の方々に「廃棄物減量等推進
員」を委嘱しています。
　推進員の皆さんには、
ごみの分別方法や出し方
の指導など、本市のごみ
処理に大きく貢献いただ
いています。

　指定ごみ袋による有料化が始まって10
年が経ちましたが、本市の一日一人あた
りのごみ排出量は全国や全道と比べて多
い状況にあります。
　市ではこれからも「廃棄物減量等推進
員」の方々とともに、分別だけでなく、
減量化につながる取り組みを紹介・啓発
し、市全体のごみ減量化意識の向上を目
指します。各家庭でのごみ減量と分別に
引き続きご協力をお願いします。


